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『
甲
乙
経
』
は
晋
の
皇
甫
諦
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
鍼
灸
専
門

書
で
あ
る
。
皇
甫
諦
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
『
素
問
」
『
九
巻
」
と
と

も
に
『
明
堂
孔
穴
鍼
灸
治
要
』
と
い
う
古
鍼
灸
書
が
重
要
な
構
成

要
素
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
通
行
の
経
穴
三
五
○
余
穴
が
記
載
さ

れ
て
い
る
現
存
最
古
の
経
穴
害
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
本
書
の

巻
三
に
は
三
四
九
穴
（
単
穴
四
九
穴
、
双
穴
三
○
○
穴
）
の
経
穴
の

位
置
、
所
属
経
脈
、
刺
灸
の
ド
ー
ゼ
な
ど
が
総
括
的
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
四
肢
（
手
足
）
は
十
二
経
脈
別
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、

四
肢
を
除
く
身
体
各
部
（
頭
、
背
、
面
、
耳
、
頚
、
肩
、
胸
腋
脇
、

腹
の
九
門
に
分
類
）
の
経
穴
は
、
必
ず
し
も
経
脈
別
に
分
類
さ
れ
て

い
な
い
。

実
際
の
鍼
灸
施
術
を
考
え
る
場
合
、
施
術
を
す
る
経
穴
の
選

択
、
そ
の
位
置
、
鍼
灸
法
と
そ
の
ド
ー
ゼ
が
常
に
問
題
と
な
っ
て

33

「
甲
乙
経
」
に
お
け
る
刺
入
深
度
・
呼
数
の

一
考
察

士
口

岡

広
記

く
る
が
、
巻
三
の
記
載
を
通
覧
す
る
と
、
経
穴
の
位
置
、
刺
灸
量

の
記
載
が
整
然
と
な
さ
れ
て
い
る
な
か
、
そ
の
う
ち
の
刺
入
深

度
、
呼
数
（
鍼
の
留
置
時
間
）
に
関
す
る
も
の
に
違
和
感
を
覚
え

る
。
と
い
う
の
は
、
経
穴
の
位
置
を
特
定
す
る
場
合
に
骨
度
に
よ

る
尺
寸
法
を
用
い
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
同
様
に
刺
入

深
度
に
お
い
て
も
尺
寸
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一

見
す
る
と
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
記
述
で
は
あ
る
が
、
実

際
問
題
と
し
て
い
か
に
し
て
そ
の
深
さ
を
刺
手
で
計
る
こ
と
が
で

き
た
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
一
方
、
呼
数
に
つ
い
て
い
え
ば
、

明
記
さ
れ
て
い
な
い
経
穴
が
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
中
、
な
ぜ

特
定
の
経
穴
に
呼
数
を
付
し
、
ま
た
そ
の
回
数
に
差
異
が
あ
る
の

か
不
可
解
な
の
で
あ
る
。

巻
三
所
載
の
諸
穴
の
灸
の
壮
数
表
記
を
見
る
と
、
大
略
、
一
、

三
、
五
、
七
、
九
と
い
う
奇
数
（
陽
の
数
）
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
は
「
陽
気
（
熱
）
を
補
う
」
と
い
う
陰
陽
論
的
な
思
想
背

景
が
容
易
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
巻
三
所
載
の
刺

入
深
度
及
び
呼
数
も
、
計
数
的
な
数
だ
け
で
は
な
く
、
非
計
数
的

な
性
格
を
も
兼
ね
そ
ろ
え
た
数
で
あ
ろ
う
と
仮
定
し
て
、
様
々
な

角
度
か
ら
、
そ
の
法
則
性
を
検
証
し
て
み
た
。
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刺
入
深
度
に
つ
い
て
は
、
①
刺
入
深
度
の
パ
タ
ー
ン
、
②
刺
入

深
度
ご
と
に
お
け
る
身
体
各
部
の
関
係
、
③
身
体
各
部
に
お
け
る

刺
入
深
度
の
関
係
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
検
証
し
た
。
そ
の
結

果
、
刺
入
深
度
に
は
一
分
～
九
分
の
連
続
性
の
あ
る
も
の
、
一
寸
．

一
寸
五
分
．
二
寸
・
二
寸
五
分
と
い
う
五
分
刻
み
の
も
の
の
、
二

種
の
系
統
が
見
い
だ
さ
れ
た
（
例
外
と
し
て
一
寸
三
分
が
一
穴
あ

る
）
。
ま
た
、
大
雑
把
な
傾
向
で
は
あ
る
が
、
体
幹
を
陰
（
特
に
腹

部
を
、
よ
り
陰
と
す
る
）
、
四
肢
（
そ
の
中
で
も
手
を
陽
、
足
を
陰
と
す

る
）
を
陽
と
み
る
見
方
と
に
対
応
し
て
、
陽
の
部
分
は
よ
り
浅
く
、

陰
の
部
分
は
よ
り
深
く
と
い
う
よ
う
に
、
陰
陽
論
に
基
づ
い
て
設

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
法
則
性
が
認
め
ら
れ
た
。

呼
数
に
つ
い
て
は
、
刺
入
深
度
の
場
合
と
同
様
、
①
呼
数
の
パ

タ
ー
ン
、
②
呼
数
ご
と
に
お
け
る
身
体
各
部
の
関
係
、
③
身
体
各

部
に
お
け
る
呼
数
の
関
係
、
加
え
て
④
五
魚
穴
、
五
要
穴
ご
と
に

お
け
る
呼
数
の
関
係
と
い
う
四
つ
の
側
面
か
ら
検
証
し
た
。
呼
数

が
記
述
さ
れ
て
い
る
経
穴
は
一
五
○
穴
（
全
体
の
四
割
）
で
、
一

～
三
呼
、
五
～
七
呼
、
十
呼
・
二
十
呼
の
三
系
統
が
見
い
だ
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
七
呼
は
六
七
穴
（
約
五
割
）
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
手
足
の
五
罰
穴
、
五
要
穴
・
背
部
念
穴
・
腹
の
募
穴
で
あ
っ

た
。
「
七
」
の
詞
義
と
し
て
「
白
虎
通
』
に
「
陽
数
七
」
と
あ
る
ほ

か
、
『
大
戴
記
』
に
「
七
主
星
」
と
あ
る
。
同
じ
く
『
白
虎
通
』
に

は
「
星
者
精
也
」
と
あ
る
か
ら
、
「
七
」
に
は
陽
、
あ
る
い
は
精
（
精

気
）
と
い
う
非
計
数
的
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち

呼
数
も
ま
た
、
陰
陽
的
な
概
念
と
数
字
の
思
想
的
背
景
を
複
合
さ

せ
て
設
定
表
記
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

手
足
の
要
穴
、
背
部
箭
穴
と
い
う
陽
の
部
分
の
重
要
な
経
穴
、
あ

る
い
は
募
穴
と
い
う
陰
の
部
分
の
重
要
な
経
穴
を
使
用
し
て
、

「
留
七
呼
」
と
い
う
刺
法
に
よ
り
「
蔵
（
陰
、
五
蔵
六
胴
）
の
精
気
を

補
う
」
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ

た
。

『
甲
乙
経
』
に
お
け
る
刺
入
深
度
、
呼
数
の
表
記
の
一
部
は
、
陰

陽
論
や
非
計
数
的
思
想
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


